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印刷のための画像知識

松下敏和

Ｉ．はじめに

当社が「病院図書館」の製作を担当させてい

ただくようになってから３年近くが経過しまし

た。現在の製作方法は、従来の手書き原稿やプ

リントをいただき製作する方法より、画像も含

め執筆者がデジタルデータで原稿を作成し、入

稿する形態が多くなっています。いただいた

データを活用し製作していきますので、多くの

方が執筆された原稿をまとめ上げる形の本誌は、

皆様が作成されるデータの質が最終品質を左右

します。

そのような観点で、どのような方法で原稿を

作成すれば、執筆者がイメージする品質を得ら

れるかを、特に写真やイラストなど画像データ

を中心にまとめてみました。

真のプリントとは違い、点の集まりで構成され

ています。この点のことを「網点｣、英語では

｢ドット」といいます。暗い部分（シャドウ）

は大きい点、明るい部分（ハイライト）は小さ

い点で表しています（図１)。

２．網点％

網点％とは網点面積率のことで図２のように

面積率が50％の網点は格子柄になっており、

50％以下の場合は網点の方が小さく、５０％を超

えると網点の方が大きくなります。

タイトルのバックに網点を入れる場合などは

10％～30％が効果的です。５０％以上の場合は文

字を白抜きにした方が見やすくなります（図

３)。

３．スクリーン線数（lpi＝lineperinch）

同じ50％の網点でも図４のように、大きな網

点の画像より小さな網点の画像の方が、より写

真の細部まで表現できます。網点が１インチ

(約2.54cm）あたり何個あるかをスクリーン線

Ⅱ、印刷画像の基礎知識

1．網点（あみてん）

印刷されている写真をルーペで見ますと、写
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図２．ボ同点％
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図３．タイトルバックの網点％による違い
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数といいます。図５のように、スクリーン線数

の大きい画像の方が滑らかになっているのがわ

かります。一般に印刷する用紙の種類に応じて

指定し新聞印刷で85～lOO線、モノクロ印刷で

１００～150線、カラー印刷では150～175線がよく

使用されます。ちなみに「病院図書館」では

133線を使用し印刷しています。

たりのドット数dpi(dotperinch）で表します。

解像度が高いほど品質は良くなりますが、併せ

てデータ量も増えるため入力の際、適切な解像

度で読み込むことが必要です。

150線で印刷する場合、一般的な解像度は

300dpi程度と言われています。これは画像を美

しく再現するためには「線数の２倍の解像度」

が必要と考えられているためです。

１．解像度の求めかたの目安

(1)写真原稿を原寸（100％）で150線でオフセッ

ト印刷する場合

線数(150)×縮尺率（１）×２

＝解像度300dpi

(2)写真原稿を200％に拡大し133線でオフセッ

ト印刷する場合

線数(133)×縮尺率（２）×２

＝解像度532dpi

最終的な出力サイズが不明な場合は少し高め

に入力しておくと良いでしょう。また縮尺率が

高い場合（35mmフイルムをＢ５サイズ全面に使

用する場合など）は、原稲を渡しプロ仕様のス

キャナで入力していただいた方が良いでしょう。

２．カラースキャニング

「病院図書館」はモノクロ印刷ですが、カラー

画像を使用する場合はカラーモードに注意する

Ⅲ、スキャナ入力

写真（プリント、ポジフィルムなど）や線画

(イラスト、ロゴなど）をデジタルデータに変

換する作業をスキャナ入力といい、用途により

モノクロ／カラーと分かれます。

コンピュータでiiIIi像を入力および出力する際

の精度を解像度と呼び、一般的には１インチ当
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図５．スクリーン線数の違いによる画質の変化
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必要があります｡オフセット印刷はシアン(C)、

マゼンダ（Ｍ)、イエロー（Y)、ブラック（K）

の４色を混合してすべての色を再現しますの

で、スキャニング段階からＣＭＹＫモードで入

力した方が良いでしょう。光の三原色である

レッド（Ｒ)、グリーン（Ｇ)、ブルー（Ｂ）を

使ったＲＧＢモードのデータは、出力時ＣＭＹＫ

モードへのデータ変換が必要となりますので、

元データを添付して支給していただくと良いで

しょう（データ変換時に調整しても若干の色の

誤差は発生します)。

３．画像データの保存形式

スキャンした画像データの保存形式には多く

の選択肢がありますが、印刷出力するためには

ＣＭＹＫ分解が必要となりますのでTIFF､EPS、

JPEG、Photoshop等の形式が良いでしょう。

PICT、ＧＩＦやＢＭＰ等の形式はＣＭＹＫモード

の画像を保存することができませんのでご注意

ください。

Ⅳ．デジタルカメラデータ

デジタルカメラの品質や性能は進歩が著し

く、また価格もお求めやすくなり、画像データ

を印刷原稿として利用する機会が多くなってき

ました。精度の単位は１インチ当たりの画素

数ｐｐｉ（pixelperinch）で表されます。例えば

解像度200dpiでは、１インチ四方の中に縦200

×横200＝40,000pixelとなります。

最近は200万画素を超えるカメラも安価で入手

できますので、十分印刷データとして活用する

ことができます。しかし、メーカー発表の画素

数の多さが、そのまま品質に直結するとは限り

ませんのでご注意ください。ただし小さなサイ

ズで使用するのであれば問題はないでしょう。

Ｖ，Windowsデータ

Windowsの普及により、原稿や資料をＭｉ‐

－１２－

crosoftOffice系のソフトウェアで作成するこ

とが多くなってきました。本誌は入稿いただい

たＷｏｒｄ等のテキストデータや画像データを

個々に取り出し、Macintoshにて印刷向けの

DTP(desktoppublishing)編集ソフトを使い再

作成しています。これはワープロソフト等では

できない高度な組版や品質を得るためです。

この方法と異なり、最近Word等のデータを

そのまま印刷するケースが増えてきています。

高度な組版が必要なく、早く、安価な作成が可

能になるからです。その際、MicrosoftOffice

のデータは印刷データとしては完全に対応して

いないため、次のような点にご注意ください。

(1)作成する環境の違いにより体裁が変わる。

・字詰が変わる

…プリンタ・ドライバの違いによることが

大きい（体裁の確認用にデータと共にプ

リントアウトを支給する)。

・フォントが変わる

…類似フォントに置き変わることがあります

（使用するフォントに注意する例：ＭＳＰ

ではなくＭＳを使用する)。

(2)色の再現性

・ＲＧＢデータの場合はＣＭＹＫ変換時若干の

色の誤差が発生する（元のプリント、デー

タを添付する)。

(3)画像の保存形式に注意する（PICT，GIF，

ＢＭＰ等の形式は使用しない)。

Ⅵ．最後に

この度、編集部の方から依頼をいただき、何

とかまとめてみましたが、'慣れないことでもあ

りわかりにくい文章となりましたことご容赦く

ださい。今後、本誌ほか印刷原稿をご執筆され

る方々の一助になれば幸甚です。
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